服部安休の神道説に就て by 木村 定三 & キムラ テイゾウ
服
部
牽
体
ら
碑
道
識
に
就
て
（
木
村
定
〓
）
一
五
え
服
部
安
体
の
那
道
誠
に
就
て
木
村
定
朱
子
の
學
読
が
永
ぐ
服
部
安
体
の
心
を
支
配
し
た
事
は
吉
川
の
円
に
遊
ん
だ
時
、
既
に
同
徳
に
洩
し
た
日
吻
に
も
兄
え
て
居
る
。
元
水
朱
子
の
宇
宙
論
は
周
敦
順
の
無
極
所
太
極
識
と
寵
伊
川
の
理
気
二
元
論
を
榛
今
し
て
大
極
は
唯
一
個
の
理
の
み
と
期
し
、
其
倫
理
識
は
居
敬
窮
理
を
原
則
と
し
て
、
内
外
よ
う
修
養
の
工
夫
を
な
す
べ
し
、
即
ち
居
敬
と
は
内
的
修
養
法
、
売
理
と
は
外
的
修
養
法
で
此
内
外
の
修
養
和
待
て
初
て
具
人
を
見
る
の
で
あ
る
と
云
ム
に
あ
る
。
特
に
朱
子
學
の
大
義
名
分
を
正
し
て
囲
民
思
想
の
勃
興
に
勉
め
、
ユ
つ
排
外
的
精
調
が
軽
か
つ
た
事
は
管
時
の
儒
著
抑
道
家
の
心
に
及
ぼ
し
た
慰
化
が
相
営
に
大
き
い
。
さ
れ
ば
、
徒
水
の
抑
道
よ
う
老
体
の
思
想
を
排
去
し
て
新
那
道
を
樹
立
す
る
者
が
出
る
様
に
な
つ
た
の
も
其
結
果
で
、
惟
足
の
理
學
那
道
は
苦
田
那
道
に
一
新
機
軸
を
出
し
た
こ
と
と
な
る
。
彼
は
耐
道
を
二
つ
に
分
つ
て
行
法
の
耐
道
、
理
學
の
耐
道
と
稚
し
た
、
行
な
の
耐
道
は
紳
を
衆
う
所
作
を
行
ム
も
の
で
あ
る
が
、
敬
耐
崇
祀
、
治
囲
卒
天
下
、
修
身
若
家
の
道
は
是
ぞ
理
畢
の
前
道
で
、
我
道
で
あ
る
と
信
じ
た
。
安
休
は
英
師
よ
う
権
永
せ
る
此
新
前
道
を
鼓
吹
し
つ
つ
は
本
主
義
の
道
徳
に
徹
底
し
た
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
彼
の
思
想
學
詮
は
師
識
其
儘
で
あ
る
か
ら
、
安
体
の
抑
道
に
開
す
る
研
究
は
営
然
雌
足
の
落
書
に
留
意
せ
ぎ
る
を
得
韻
。
さ
て
惟
足
の
有
和
論
、
人
生
靭
、
天
地
創
造
読
は
素
よ
う
奮
調
道
を
権
衣
し
た
も
の
で
、
純
古
那
道
で
は
な
く
、
朱
子
の
思
想
に
影
色
せ
ら
れ
た
鞘
の
多
い
の
を
認
め
る
。
今
暫
く
共
著
耐
道
大
意
と
、
討
道
口
決
書
、
土
徳
篇
等
の
話
書
に
よ
う
て
共
識
を
抄
記
し
て
、
夫
れ
に
よ
つ
て
安
体
の
思
想
信
仰
の
径
路
の
一
班
を
窮
ふ
こ
と
と
す
る
。
年
宙
高
布
の
本
源
な
る
道
化
の
妙
用
に
就
て
、
高
天
原
は
即
ち
天
は
理
な
う
、
高
は
竪
を
示
し
、
原
は
横
を
示
す
、
然
れ
ば
虚
基
竪
社
の
中
討
徳
を
備
ふ
る
庭
、
即
ち
中
の
事
理
は
贈
用
の
本
な
り
、　
一
理
は
高
殊
の
宗
源
な
う
…
…
又
、気
吹
戸
は
、
天
地
に
在
て
は
則
風
也
、
人
に
在
て
は
則
思
な
う
、
気
吹
戸
は
一
気
一
理
の
根
源
な
め
、
之
に
依
て
天
柱
、
園
柱
、
と
抜
す
．
物
は
轟
く
る
と
難
も
理
は
常
也
、
気
は
散
す
と
難
も
主
は
動
か
ぎ
る
な
う
（省
略
）
誌
る
な
さ
も
の
是
を
気
吹
戸
主
と
抜
す
。
（耐
道
日
決
書
）
ヽ
新
ぐ
て
『
高
天
原
は
理
な
う
、
気
吹
戸
は
気
な
う
、
理
気
二
に
し
て
一
、　
一
に
し
て
二
、
高
物
愛
遷
化
育
す
れ
ど
も
一
五
九
腋
部
安
体
の
耐
道
詑
に
就
て
合
木
付
定
三
）
腺
キ
を
体
の
神
道
泣
に
就
て
（
木
付
定
〓
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
〇
英
理
気
は
減
す
る
こ
と
な
く
、
善
く
高
物
を
化
育
し
て
窮
な
し
』
と
識
さ
、
更
に
未
子
の
者
學
的
な
行
方
を
宗
教
的
に
歩
た
で
、
乾
坤
に
先
ん
じ
て
辻
化
の
絶
溝
調
の
存
在
を
認
め
て
肝
る
。
共
紳
机
の
一
班
は
一
、
沖
と
は
常
の
紳
に
あ
ら
ず
、
乾
坤
に
先
ぜ
る
那
を
云
ふ
。
其
意
は
刑
代
各
に
、
古
天
地
未
た
剖
れ
ず
陰
陽
分
れ
ざ
る
時
と
云
へ
め
、
是
乾
中
に
先
て
る
所
由
物
の
根
元
に
し
て
、
亦
道
よ
う
起
る
、
笈
を
談
て
老
併
は
無
と
云
ひ
、
有
と
云
ふ
。
一
、
道
と
は
常
の
道
に
あ
ら
ず
、
乾
坤
に
超
た
る
道
を
云
ム
、
即
ち
、
ま
ろ
が
れ
た
る
も
の
よ
う
類
る
ヽ
道
を
さ
し
て
云
へ
う
。
一
、
討
性
動
か
ず
し
て
動
き
、
霊
贈
形
な
く
し
て
形
す
、
則
ち
、
不
測
の
抑
鵬
な
り
、
然
れ
ど
も
是
よ
う
”
す
る
を
見
れ
ば
、
無
形
に
し
て
高
物
を
な
す
、
此
即
ち
囲
常
立
Ｇ
に
し
て
微
庭
の
中
に
も
其
霊
や
ど
ら
ず
と
云
ふ
こ
と
な
し
。
一
、
天
地
に
在
て
は
示
と
云
ひ
、
高
物
に
在
て
は
霊
と
云
去
、
人
に
在
て
は
心
と
云
去
、
心
は
即
ち
耐
明
の
合
、
混
地
の
付
な
う
、
混
柿
と
は
天
地
陰
陽
分
れ
ず
、
革
愁
、
友
染
未
だ
校
せ
ず
、
皆
走
心
の
根
本
也
、
混
沌
は
ま
ろ
か
る
ヽ
と
訓
す
、
湘
代
の
を
ま
ろ
が
れ
る
こ
と
鳥
の
子
の
如
し
と
云
ム
に
是
を
苦
け
う
、
俳
子
の
云
ム
芥
子
に
須
開
入
の
読
は
監
な
れ
ど
我
道
の
混
沌
の
宮
は
金
く
比
喩
に
あ
ら
ず
。
一
、
心
と
は
、　
一
碑
の
本
、　
一
心
と
は
吾
封
常
立
年
を
云
ム
、
囲
常
立
奪
と
は
、
無
形
の
形
、
無
名
の
名
、
此
を
虚
無
大
元
年
と
名
く
、
共
意
は
口
常
立
ほ
形
も
な
く
し
て
形
を
な
し
、
名
も
な
く
し
て
名
を
得
工
去
妙
艦
也
英
理
を
読
け
ば
、
そ
ら
と
い
ム
も
の
も
な
し
、
本
は
形
に
封
す
れ
ば
其
症
と
云
共
に
も
未
だ
あ
づ
か
ら
ず
し
て
ス
大
に
究
に
形
を
な
し
苗
物
の
大
本
た
る
断
布
、
そ
ら
な
さ
を
以
て
反
て
高
有
を
な
し
、
し
づ
か
な
る
を
以
て
反
て
大
に
動
く
、
通
を
知
る
者
に
あ
ら
ず
ん
ば
焉
ん
ぞ
律
て
ほ
う
難
し
。
一
、
此
大
元
よ
う
一
大
手
芥
を
な
し
て
一
心
よ
う
大
手
の
形
贈
を
分
つ
、
此
意
を
読
く
に
先
つ
岡
市
立
奪
が
陰
陽
の
元
な
る
を
知
る
べ
く
、　
一
理
の
妙
膳
が
大
千
の
形
性
を
逃
化
し
給
ム
を
知
る
（省
略
）
一
、
森
羅
苗
象
な
動
含
塁
、
都
て
一
前
の
元
よ
う
始
女
め
て
天
地
の
霊
気
を
威
ず
る
に
至
つ
て
生
成
無
窮
な
う
。
（神
道
大
意
注
）
と
彼
の
和
観
を
識
い
た
、
共
黎
年
の
著
、
土
徳
篇
に
は
よ
く
其
識
を
講
し
て
居
る
が
、
津
一文
難
解
な
の
で
、
件
部
八
重
垣
分
は
是
を
通
俗
的
に
和
解
し
て
居
る
。
０
彼
が
読
く
庭
に
よ
れ
ば
、
前
は
元
沖
、
れ
抑
、
鬼
那
で
、　
一
耐
分
れ
て
は
、
三
種
の
市
と
な
り
、
又
一
本
耐
に
婦
る
と
も
云
ム
こ
と
で
あ
る
、
其
庭
に
は
三
一
抑
を
読
き
つ
ゝ
而
も
唯
一
紳
を
高
調
し
て
紅
封
的
唯
一
抑
即
ち
天
御
中
主
沖
あ
る
の
み
と
補
し
た
。
彼
の
在
天
の
前
と
し
て
は
天
常
立
奪
と
な
う
、
在
地
の
刑
と
し
て
は
四
常
立
各
と
呼
パ
服
部
安
体
の
神
道
註
に
就
て
（
木
村
定
三
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
一
取
部
安
体
の
耐
道
油
に
就
て
（木
村
定
三
じ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
二
の
で
あ
る
が
、
何
れ
も
一
刑
の
別
名
に
外
な
ら
濃
。
併
し
耐
呈
轟
産
那
、
高
霊
産
碑
、
天
照
大
抑
の
三
耐
も
異
名
同
光
の
一
神
に
在
し
て
天
地
人
を
統
へ
給
ム
と
識
く
場
合
に
は
、
身
の
那
と
は
中
な
が
ら
其
性
質
威
力
何
れ
も
天
御
中
圭
討
よ
う
も
一
段
次
ぎ
の
那
格
沖
と
認
め
、
特
に
在
人
の
耐
に
は
、
伊
弊
譜
、
伊
第
舟
の
二
神
を
愛
郡
と
読
い
た
。
思
ム
に
惟
足
が
此
唯
一
市
観
と
愛
耐
を
語
る
鞘
に
至
つ
て
は
、
確
か
に
、
時
流
を
超
越
し
て
は
居
る
が
、
唯
、
峨
む
ら
く
は
柳
か
明
陳
を
欲
い
で
居
る
。
夫
は
勿
論
策
保
の
佛
、
儒
道
の
三
教
よ
う
接
出
せ
る
唯
一
耐
識
に
は
基
く
と
は
云
ム
も
の
の
、
管
時
の
新
宗
教
即
ち
基
督
教
の
描
一
耐
の
思
想
に
啓
被
せ
ら
れ
て
居
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
何
と
な
れ
ば
管
時
、
囲
禁
の
宗
教
と
は
云
ひ
な
が
ら
既
に
日
本
文
の
刊
行
書
に
「
ぎ
や
ど
べ
か
ど
る
」
破
提
宇
子
、
題
倫
録
、
妙
貞
問
答
の
如
さ
幾
多
の
刑
學
的
著
書
が
あ
つ
た
。
さ
れ
ば
、
是
を
取
締
る
爺
に
は
思
想
的
先
覚
者
が
内
々
夫
を
讃
破
せ
濃
筈
が
な
い
。
既
に
羅
山
や
、
貞
徳
は
夫
で
あ
る
。
後
に
は
自
石
が
あ
る
、
篤
胤
の
如
さ
は
英
尤
な
る
も
の
で
あ
つ
た
か
ら
に
は
、
唯
足
、
安
休
も
亦
他
山
の
石
と
し
て
比
思
想
に
接
胸
し
な
い
と
も
限
ら
濃
。
○
更
に
、
彼
の
人
生
削
及
生
死
観
は
刑
は
即
ち
我
憎
に
留
め
、
陰
霊
は
比
時
さ
す
ら
ひ
抜
て
未
分
の
本
源
に
帰
る
時
、
我
即
ち
碑
、前
の
外
に
物
な
く
ゎ
物
の
外
に
刑
な
し
、
宗
源
唯
一
と
坊
す
（省
略
）
天
地
は
同
根
に
し
て
一
人
は
小
天
地
で
あ
る
、
天
に
在
つ
て
は
那
と
云
ひ
、
べ
に
在
て
は
心
と
云
ひ
、
物
に
在
て
は
難
と
云
ム
、
別
け
て
言
は
ゞ
則
ち
心
は
心
臓
で
あ
う
、
性
は
即
ち
心
の
主
で
あ
る
、に豊
忌
は
心
の
成
動
で
あ
る
。
又
、
紳
代
各
を
引
用
し
て
人
の
維
馬
の
地
を
示
し
、進
ん
で
天
命
に
あ
ら
や
し
て
死
す
る
者
は
天
に
婦
る
能
は
ず
、
故
に
天
地
の
間
に
滞
う
て
而
し
て
邪
気
妖
怪
と
な
る
、
術
、
升
命
に
背
て
流
浪
す
る
人
は
維
に
婦
す
る
庭
を
知
ら
ず
、
夫
れ
生
死
は
人
偏
の
始
維
大
事
克
く
止
む
べ
か
ら
ず
、
然
う
と
雄
も
信
仰
の
人
に
あ
ち
ざ
れ
ば
之
を
授
興
す
べ
か
ら
ず
云
々
じ
と
読
い
て
居
る
、
夏
に
、
英
宗
廟
察
祀
を
奪
ズ
事
に
就
て
は
、
一
、
園
の
宗
廟
は
苗
洲
を
照
す
、其
意
は
囲
の
宗
廟
は
天
下
の
宗
廟
な
う
、
宗
崩
を
就
す
る
は
、
天
の
一
調
の
本
に
掃
へ
る
、　
一
沖
に
婦
る
宗
廟
な
れ
ば
高
人
是
を
敬
ひ
、
成
は
所
願
を
か
く
る
と
云
ふ
と
も
納
受
の
眸
を
垂
る
（省
嗜
）
と
云
ひ
又
、
抑
道
が
日
本
特
有
で
あ
る
理
由
と
し
て
は
、
一
、
儒
備
の
二
歓
と
は
高
法
の
流
よ
う
一
心
の
源
を
分
つ
、
即
ち
儒
佛
或
は
パ
テ
レ
ン
が
道
と
難
も
本
此
一
元
よ
少
起
れ
う
、
其
施
す
庭
は
、
待
土
地
の
風
に
依
て
数
ゆ
る
も
理
に
於
て
異
な
る
事
な
し
、
例
へ
ば
、
山
水
の
如
し
、
一
源
の
水
、
谷
に
流
れ
て
派
と
な
る
に
及
び
、
用
水
に
用
ゐ
、
或
は
洗
水
に
用
ゅ
、
儒
備
の
共
囲
に
行
は
る
ヽ
庭
亦
是
に
等
し
、
顔
子
易
地
ン
愁
と
云
へ
る
如
く
樺
迦
日
本
に
生
し
て
道
を
読
か
ず
、
天
照
天
竺
に
生
じ
て
道
を
服
部
安
体
の
耐
道
読
に
就
て
合
木
村
定
三
∪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
三
椴
那
安
体
の
碑
道
松
に
就
て
（木
村
定
三
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
順
識
さ
給
は
ず
、
群
迦
耐
道
を
以
セ
読
か
ず
、
い
か
で
天
照
仰
を
以
て
読
き
給
は
ん
や
、
理
に
天
空
、
淀
上
、
日
本
の
差
な
し
と
難
ど
も
、
事
は
大
に
隔
別
な
う
日
本
の
討
道
、
天
竺
の
併
に
し
て
初
め
て
可
な
う
、
此
を
日
本
に
施
せ
ぼ
器
に
合
は
ず
。
（耐
道
口
決
書
）
と
告
げ
、
其
倫
理
親
合
に
就
て
は
、
人
が
宇
宙
の
誠
を
享
有
せ
る
を
徳
と
い
ふ
、
徳
は
得
也
、
唯
理
気
の
偏
畑
に
よ
う
て
私
欲
生
す
る
時
は
是
を
蔽
ム
乙
た
あ
り
、
徳
の
種
類
を
智
仁
男
と
な
す
、
智
は
霊
徳
に
し
て
善
悪
の
機
を
見
、
仁
は
和
に
し
て
静
徳
勇
は
巌
に
し
て
果
徳
な
う
、
仁
と
男
と
は
人
の
徳
に
存
す
る
陰
陽
に
し
て
和
は
未
だ
陰
陽
に
分
れ
ぎ
る
先
、
賠
に
分
れ
た
と
す
る
機
を
云
ム
、
天
照
大
和
は
智
仁
男
三
分
一
源
の
本
擦
諸
徳
粂
備
の
理
な
う
、
三
種
の
紳
器
は
以
て
此
三
徳
を
読
明
す
る
に
足
る
。
矛
道
、
贋
道
共
に
は
孝
を
以
て
本
と
し
主
一
誠
敬
を
以
て
修
身
の
要
と
な
し
、
之
を
守
う
て
其
心
澄
み
渡
る
こ
と
明
鏡
の
如
く
商
事
を
明
に
す
る
事
、
物
の
鏡
に
映
ず
る
が
如
し
、
と
読
い
て
居
る
、
此
祭
政
一
致
…
…
，
政
治
道
徳
即
宗
教
道
徳
印
宗
教
道
徳
と
机
し
て
居
る
、
安
体
は
先
に
羅
出
に
嬰
び
つ
ヽ
あ
る
時
彼
の
王
道
那
道
即
ち
本
靭
の
和
道
は
走
王
道
な
う
と
の
信
仰
に
啓
殺
せ
ら
れ
、
後
に
は
師
惟
足
が
大
和
の
道
は
天
地
と
共
に
沖
明
瀬
れ
給
ひ
て
教
え
置
さ
給
Ａ
道
な
れ
ば
、
…
…
治
画
の
要
道
は
天
照
大
討
の
世
を
治
あ
給
ム
た
柿
刑
を
以
て
せ
ら
る
べ
し
、
と
の
此
園
家
的
主
張
を
権
禾
し
て
居
る
夫
は
安
体
の
発
し
た
中
に
破
私
誌
に
も
鬼
ゆ
る
。
郎
ち
、
先
書
は
天
見
屋
根
命
が
地
刑
第
一
代
天
照
大
抑
の
碑
ほ
を
受
け
給
ひ
て
天
下
田
家
を
安
か
に
お
め
給
ふ
事
の
出
を
紳
作
さ
れ
て
婆
々
杵
奪
へ
本
ら
れ
し
御
教
訓
の
書
也
。
是
に
徒
へ
ぼ
上
天
子
天
下
を
治
め
給
ふ
よ
う
下
匹
夫
の
賤
に
至
る
ま
で
一
身
一
家
を
治
る
理
洩
る
ヽ
事
な
く
誠
に
無
上
霧
賢
の
手
也
。
中
は
高
郵
）雅
よ
さ
の
名
に
て
天
理
に
叶
ム
中
贈
の
終
を
中
す
な
う
。
Ｅ
は
「
ゆ
た
か
な
る
」
の
古
話
に
し
て
足
ら
ぎ
る
事
な
ど
を
中
す
な
う
。
Ｅ
の
字
を
「
ト
ミ
」
と
唱
ム
る
は
オ
中
徳
、
ま
し
ま
せ
ぼ
苗
に
と
む
と
云
ム
心
に
て
中
を
君
練
に
あ
て
Ｅ
を
圧
下
に
あ
て
て
中
徳
ま
し
ま
さ
ぎ
れ
ば
君
に
し
て
君
に
あ
ら
ざ
る
と
云
ふ
心
を
乙
め
飛
に
合
措
の
教
と
云
ム
を
以
て
中
臣
破
と
は
中
す
な
う
。
と
識
て
居
る
。
特
に
彼
の
大
諄
儲
は
後
世
卒
田
俺
胤
す
ら
見
通
し
て
永
く
世
に
幡
さ
れ
維
つ
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
自
川
、
藤
渡
話
家
の
夫
と
は
相
違
し
、
篤
胤
が
天
津
就
詞
と
禍
す
る
も
の
よ
う
も
術
十短
で
あ
る
、
左
に
共
本
文
を
据
ぐ
れ
ば
、
最
要
中
臣
被
高
天
原
仁
那
留
坐
那
漏
岐
耐
腕
美
乃
令
於
以
天
、
天
津
減
詞
太
減
詞
乃
事
於
気
薩
、
如
此
宣
羅
波
、
罪
止
云
罪
、
待
止
去
咎
不
在
物
於
止
、
諸
討
等
左
男
乃
八
耳
振
立
天
聞
食
止
中
毒
。
艇
革
安
体
の
抑
通
誠
に
就
て
〔
木
村
た
三
）
一
六
五
暇
部
安
休
の
耐
道
説
に
就
て
（
末
村
定
三
》
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
六
此
就
詞
に
篭
れ
る
意
義
は
彼
の
私
―
―
注
に
よ
れ
ば
、
英
耐
祝
は
、
蘭
因
凋
一
は
天
の
一
名
抑
は
碑
明
の
此
事
な
う
、
天
地
高
物
を
主
宰
し
玉
去
一
岬
耐
明
の
留
う
坐
す
虚
霊
清
輝
の
庭
を
中
也
、
其
御
抑
徳
を
受
つ
ぎ
法
め
て
天
下
を
治
め
玉
去
御
一
人
の
坐
す
都
の
内
票
を
天
に
比
し
て
又
高
天
原
と
申
す
也
一剛
団
倒
一
も
御
一
人
の
こ
も
う
生
す
を
云
ム
一剛
胴
阻
剛
胴
円
日
円
一
と
は
、
神
は
碑
明
，
岐
は
助
語
に
し
て
ゆ
る
や
か
に
唱
ム
添
詞
也
岐
と
美
と
は
陰
陽
の
二
一音
に
し
て
至
年
の
御
事
を
中
す
也
、
此
所
に
て
は
天
照
太
抑
の
御
徳
化
を
助
け
天
下
の
政
・を
と
う
玉
去
高
御
座
霊
奪
の
御
放
命
令
を
以
て
と
申
す
こ
と
な
う
（細
と
に
岐
は
牙
の
言
に
て
陽
、
美
は
唇
の
岳
に
て
陰
、
君
と
は
陰
陽
を
統
御
し
玉
ム
御
一
人
の
天
子
の
御
身
を
云
ム
な
う
、
此
庭
に
て
は
大
抑
を
岐
に
あ
て
産
霊
奪
の
美
に
あ
て
わ
ざ
と
憚
て
御
名
を
碁
げ
ら
れ
ぎ
る
な
う
）
罪
答
親
は
面
隊
」
は
胸
中
に
邪
悪
の
合
積
う
又
業
に
も
悪
る
ヽ
也
罪
と
云
も
邪
電
の
積
る
心
也
、
百
倒
］
は
と
が
め
に
て
頼
に
慕
を
な
せ
ぼ
礼
問
し
て
罰
せ
ら
る
ヽ
を
云
ム
と
あ
う
、
又
天
津
減
詞
を
誠
を
素
し
事
を
調
ひ
て
和
に
寺
げ
本
る
時
に
は
天
心
一
贈
の
誠
よ
う
言
出
す
詞
の
疲
大
に
し
て
副
の
蔵
歴
殊
更
に
著
し
さ
故
此
の
如
く
宣
れ
ば
性
善
の
理
行
は
れ
て
融
事
道
に
叶
ひ
て
罪
各
あ
ら
浪
ぞ
と
天
地
八
方
の
話
郡
も
共
に
耳
敏
き
豪
獣
鹿
の
如
く
耳
準
立
て
ゝ
聞
受
け
納
受
し
給
し
玉
へ
と
中
立
て
、
斯
く
天
耐
の
御
教
な
れ
ば
上
御
一
人
は
此
教
に
徒
ふ
て
天
下
を
治
し
め
し
又
下
爺
人
等
も
此
教
を
敬
み
守
ら
ぼ
一
身
一
家
お
す
、
即
君
に
合
憎
の
大
道
な
れ
ば
上
中
下
共
に
日
夜
慣
み
守
う
て
怠
ら
ず
と
の
出
を
紳
明
に
誓
ひ
本
る
配
文
な
う
。
と
述
べ
て
居
る
。
又
共
成
ほ
及
び
基
津
彦
論
に
至
つ
て
は
全
く
宗
教
生
活
の
措
搬
的
結
論
で
あ
る
。
天
人
合
一
し
て
鬼
沖
魂
塊
皆
一
慢
な
る
以
上
は
正
心
の
人
よ
く
天
地
の
沖
，
蔦
有
の
霧
一も
相
成
し
和
交
る
こ
と
を
得
、
唯
性
情
気
票
必
ず
し
も
同
一
な
ら
ざ
る
が
お
に
私
心
拡
に
生
じ
宋
つ
て
蔵
雄
の
鎖
栃
を
妨
ぐ
る
事
多
し
。
目
に
も
裕
耳
に
も
と
か
す
基
津
彦
す
め
る
銃
の
中
に
見
ゆ
ら
む
基
は
虚
に
し
て
形
な
す
一彦
は
人
の
子
の
義
な
少
、
祭
津
彦
と
は
陽
中
の
陽
、
鹿
中
の
近
な
う
形
に
典
ら
ざ
る
妙
雌
に
し
て
即
ち
天
那
な
う
又
我
心
な
う
心
誠
な
れ
ば
則
ち
郡
人
合
一
す
べ
し
。
天
地
の
前
、
出
右
の
霊
相
谷
し
和
散
す
、
其
庭
に
生
々
の
進
化
あ
少
又
活
動
の
述
を
見
る
事
空
に
口
舌
を
紀
す
、
之
を
名
け
て
妙
用
と
云
ふ
而
か
も
是
を
抑
通
、
那
愛
、
紳
力
の
三
妙
と
補
せ
う
。
（
中
略
）
天
人
唯
一
調
人
合
一
せ
る
に
よ
う
て
人
所
る
時
に
天
那
是
に
雁
じ
給
ム
は
宙
然
な
う
抜
に
人
心
の
誠
を
以
て
宇
古
天
地
の
無
妄
に
接
し
、
前
人
相
接
す
是
を
戯
雁
と
い
ム
、
威
應
の
相
を
名
け
る
妙
用
と
い
ふ
…
…
成
雁
は
呼
べ
ぼ
則
ち
答
ム
る
と
云
ふ
理
な
り
、
…
…
理
と
事
と
合
騰
の
時
に
あ
ら
絵
ぼ
威
店
は
な
し
、
人
に
善
を
行
へ
ぼ
則
ち
善
巌
部
安
体
の
神
通
話
に
就
て
（
木
村
定
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
七
巌
部
安
体
の
印
道
証
に
就
て
↑
木
村
定
三
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
】
六
八
の
睦
あ
る
な
め
、
惑
を
行
へ
ば
悪
の
應
あ
る
な
め
、
天
地
人
道
今
日
の
上
も
起
思
に
つ
け
て
も
戚
謄
な
し
と
云
ム
事
な
し
、
（中
略
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（刑
道
田
決
苦
）
権
足
の
詠
歌
に
心
よ
う
外
に
た
つ
濃
る
道
も
な
し
道
は
誠
の
し
る
へ
と
そ
し
れ
是
等
は
通
常
儒
家
詐
が
暗
う
得
ぎ
る
憎
駿
で
あ
る
、
而
し
て
、
其
庭
に
も
「
ぎ
や
と
ぉ
べ
か
ど
る
」
に
見
ゆ
る
基
督
教
の
聖
霊
の
教
理
や
所
薦
の
歴
犠
を
護
む
心
地
が
す
る
。
若
し
試
に
妙
貞
問
答
の
沖
儒
論
を
頑
ま
ば
誰
し
も
走
が
宣
教
師
の
筆
と
思
は
れ
ぬ
雅
曽
時
の
朱
子
卑
や
古
田
和
通
に
魔
れ
て
居
る
、
さ
れ
ば
雛
山
、
性
足
の
如
さ
営
時
の
摯
者
中
に
は
此
新
宗
教
に
啓
校
せ
ら
れ
居
つ
た
と
想
像
し
律
る
の
だ
。
①
此
等
霊
威
の
治
息
は
所
調
奥
秘
付
距
と
て
秘
し
て
容
易
に
人
に
お
げ
な
か
つ
た
が
、
今
回
其
刑
道
秘
決
苦
等
を
縮
け
ぼ
此
王
律
秘
訣
及
土
金
の
加
秘
付
さ
へ
も
其
字
義
だ
け
は
知
る
事
が
出
水
る
。
今
後
の
一
子
綱
体
の
秘
奥
郡
縮
碁
現
の
読
を
約
言
す
れ
ば
唯
一
前
道
に
和
承
の
霊
璽
あ
め
之
を
天
津
郡
離
、
天
津
舞
境
と
云
ム
刑
代
の
時
、
高
産
霊
奪
、
書
は
天
津
那
離
及
天
津
磐
境
を
超
し
樹
て
ゝ
天
孫
の
分
に
君
ひ
本
ら
む
汝
亦
天
兄
屋
命
、
天
太
五
命
、天
津
郡
離
を
持
ち
幸
原
中
囲
に
降
る
べ
し
と
詔
う
給
ひ
し
よ
う
天
見
裾
命
の
後
喬
た
る
我
吉
田
氏
一
流
の
天
耐
よ
う
賜
ほ
う
し
彼
の
十
種
の
抑
財
を
指
す
な
う
、
前
し
て
比
十
種
の
外
受
く
も
三
種
の
前
器
を
附
加
し
た
る
す
三
種
の
耐
一〓
こ
そ
難
竜
統
御
の
刑
積
耐
離
砦
境
と
云
ひ
無
上
の
霊
三
な
う
、
さ
れ
ぼ
容
易
に
人
に
許
す
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
。
以
上
叙
し
衆
て
、
理
學
刑
道
の
教
理
の
一
班
と
す
る
。
元
衆
安
体
は
羅
山
に
師
事
し
て
も
営
時
の
儒
者
が
佛
門
出
の
多
い
の
に
比
し
て
共
癖
が
な
か
っ
た
、
又
惟
足
に
比
し
て
は
漢
籍
の
素
養
が
多
い
様
だ
が
文
筆
寿
才
の
人
で
な
か
つ
た
と
は
は
れ
る
、
さ
れ
ば
こ
そ
今
Ｈ
彼
の
詩
文
単
識
の
何
等
を
も
兄
出
し
得
な
い
の
だ
。
併
し
共
學
統
が
明
治
に
ま
で
及
ん
で
最
後
に
櫻
井
挫
把
ょ
う
栓
卒
容
保
公
、
萩
原
良
義
に
は
は
つ
た
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
Ｏ
惟
足
が
如
上
の
教
理
の
付
統
を
重
祀
し
、
秘
体
と
し
て
大
に
宗
教
的
雄
成
あ
る
も
の
か
し
た
が
、
泄
人
の
道
な
る
衆
記
ら
式
様
に
至
つ
て
は
吉
田
趾
家
の
人
、
鈴
距
左
京
等
が
先
師
策
徒
ょ
う
権
承
せ
し
郵
と
て
唯
足
が
卑
び
維
ら
濃
庭
も
あ
つ
た
、
さ
れ
ば
彼
自
ら
が
新
し
く
工
夫
を
焼
し
て
安
休
等
に
符
へ
た
が
、
共
修
迭
行
事
は
日
訣
も
多
く
且
っ
固
解
を
要
す
る
も
の
が
あ
る
、
此
他
に
含
津
に
於
け
る
唯
一
抑
道
は
後
年
西
ズ
術
帯
、
佐
輝
常
級
等
が
京
の
古
回
家
の
構
援
を
受
け
て
柿
足
し
た
も
の
も
あ
つ
て
耐
道
見
上
に
は
相
営
の
偵
値
が
認
め
ら
れ
得
る
の
だ
。
一
六
九
服
部
安
体
の
計
道
説
に
抗
て
（
木
村
正
三
）
